
SHOUSEI
これまで各地商工会議所で使用
されている各地商工会議所の
マークの下に、ゴシック体でデ
ザインしたシンプルで馴染め易
いロゴマークになっています。
ロゴは各地商工会議所青年部の
英語名 (Young Entrepreneurs 
Group) の頭文字をとったもの
ですが、同時に各地商工会議所
青年部の持つコンセプト、若さ・
情熱・広い視野をもった経営者
（Youth Energy Generalist）
を表現しています。
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　翔生を御覧になっている皆様、こんにちは。平成18年
度、日本ＹＥＧ会長を務めさせて頂いております國枝恭
二と申します。今年度は「地域が創る日本の未来、故郷
の新しい風ＹＥＧ」とのスローガンを掲げ、今日まで事
業を進めさせて頂きました。このスローガンには日本Ｙ
ＥＧが各地域で何かをするという事ではなく、全国各
地で積極果敢に街づくりに取り組む各ＹＥＧが故郷に
元気をもたらす新しい風を巻き起こしてほしいという
願いを込めております。そして日本ＹＥＧは地域で頑
張るＹＥＧのために役に立つ事業や情報を備えるのが
使命と考え、今年度の事業計画を組み立てさせて頂きま
した。
　その事業のひとつ、全国９ブロックにて行う会長会議
運営の為、各地域に伺わせて頂きましたが、どこの街に
行っても歴史と伝統に培われた個性豊かな地域の風景
と故郷のために一生懸命活動するＹＥＧの姿を見る事
が出来ました。その姿を見るにつけ、やはり日本は豊か
な故郷があってこそ素晴らしい日本という国になるの
だとの実感をさらに強く持つ事となりました。

　皆様もご承知のように現在の景気の状況は大企業や
素材産業を中心に上昇を続け、かつてのいざなぎ景気を
越える日もそう遠くはないとの事です。けれどもこの間
の市場経済は地域経営を著しく疲弊させてしまいまし
た。しかしそんな厳しい経済環境の中にあっても今、明
確に生き残りと発展を目指し、自らの責任で歩み出し
た地域も決して少なくはありません。
　行政がスリム化と合理化を目指す今日ではかつての
ように役所が主体となって地域の未来像を創り上げて

行くという事が非常に難しくなってきてしまいました
が、では誰が街の未来に責任を持つのか、それが地域
の経済団体、商工会議所の本来の役割であると考えま
す。商売だけでなく地域という豊かで住みよいコミュ
ニティの創造を目指し、行政と車の両輪としてしっか
りと未来を計画、提案するのが商工会議所であり、我々
ＹＥＧはその商工会議所活動の一翼を担うべき組織で
あります。ＹＥＧの今後の活動は地域にとってさらに重
要な位置づけを持つと確信しております。

　ビジネスプランコンテストやＹＥＧ大賞など街作り
のアイデアやヒントがいっぱい詰まった事業が行われ
ました。新たな取り組みとしては「故郷の新しい風会議」
という国の若手公務員と地域の自律をテーマに本気で
議論するディスカッションを開催しています。また、
会長研修会では商工会議所の役割は何なのか、どういっ
た仕組みで動いて行くのかを学び、これからの商工会
議所のあり方やＹＥＧの関わり方を問う会議もありま
す。いずれにしてもこれらの情報やネットワークが地
域で頑張る各ＹＥＧが利用したいと考えたときにしっ
かりと提供できるものが持てるよう、これからの時間
も日本ＹＥＧ出向者一同、一生懸命努めさせて頂きま
すので皆様のご協力をよろしくお願い致します。

日本商工会議所青年部（日本ＹＥＧ）

國 枝 恭 二
平成18年度会長
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委員会紹介

　本年度、総務委員長を務めます愛知県連刈谷ＹＥＧか
ら出向しています神野公秀です。宜しくお願いします。
総務委員会では全国399単会と日本ＹＥＧがより密に情
報を交換できるようエンジェル・タッチの利用促進を図
ると共に、７～８月にかけて、初めての試みとして電子

会員総会の開催を計画しています。『地域が造る日本の
未来、故郷の新しい風ＹＥＧ』日本の未来を造るため、
故郷の新しい風を起こす皆様からの沢山のお声をお待ち
しています。
●副委員長
　佐藤　利明、野崎　隆文
●委　　員
石井　宏治、木村　卓洋、石川　博一、上野　勝弘、
小川　明仁、阿部　博志、徳田　嘉彦、源　　哲弘、
小林　　晃、篠田　典幸、名節　弘康、平井　　湖、
林　　茂男、小川　博久

神　野　公　秀
委員長

総務委員会

　平成18年度、企画委員長を務めます三重県連鈴鹿ＹＥ
Ｇより出向しております伊藤晃宏です。宜しくお願い致
します。本年度企画委員会では、全国各地で行われる９
ブロック大会・第26回全国大会大分大会（11 ／９～12）・
第24回会長研修会いしかわ加賀会議（2007／２／16・17）

を主管される各単会と共に企画・調整をはかり、よりよ
い大会を目指します。また、全国大会・会長研修会議の
本質の検討、各大会の手引書の見直しなど『地域が創る
日本の未来、故郷の新しい風ＹＥＧ』の意味を理解し事
業を展開していきたいと思います。
●副委員長
　松本　和也、竹下　明伸
●委　　員
山内　　毅、上原　庸生、尾島　　洋、高橋　和也、
渡辺　　悟、今泉　教夫、大西　　聡、小谷　知史、
竹村　義隆、宮崎　省三、丸田　　修

伊　藤　晃　宏
委員長

企画委員会

　島根県松江ＹＥＧより出向している大谷辰夫です。平
成18年度広報委員会メンバーは混乱しながらもホーム
ページ、メールマガジン、日商ビジネス広報誌「石垣」
をスタートできました。今年度も購読を御願いします。
　「日本ＹＥＧって何しているの？」と思っているかた
いませんか。そんなひとのために広報委員会は日本ＹＥ
Ｇの「情報公開」を進めています。

「私たちの活動を発表したい」「わが地域の楽しいイベン
トを告知したい」と思っているＹＥＧメンバーのかた、
ぜひ情報を送ってください。広報委員会は全国ＹＥＧメ
ンバーのために情報発信と情報収集を行います。
　今年は「ＹＥＧブランド」を会員以外に広めることも
課題になっています。その方法としてメディアミックス
の展開を検討していきます。ぜひご期待ください。
●副委員長
　吉川　隆裕、根木　克己
●委　　員
佐藤　浩之、高橋まゆみ、小野崎久雅、加倉井　巧、
原田　嘉明、野田　雅之、河合　秀明、園　　　昇、
森　　　徹、野島　進吾、東江　晴都

大　谷　辰　夫
委員長

広報委員会

　18年度の研修委員会委員長を務めさせて頂きます、北
陸信越ブロック、石川県連、加賀ＹＥＧから出向の北出
弘紀（きたでひろのり）と申します。18年度研修委員会
では全国のＹＥＧメンバーの実際に役立つ日本ＹＥＧな
らではの事業を実現したいと考えております。
　まずはＹＥＧメンバーの全ての皆様が参加できるビジ
ネスプランコンテストの開催。第４回目を迎えるこの事
業は、今から新しく起業したいという案件や、現在皆様
が行っているビジネスの見直し、こういう会社にしてい
きたいという思いを、人前でプレゼンテーションするこ
とにより、その中身や計画をより明確に浮き彫りにする
ための研修事業です。
　他の参加者と競って全国大会のステージでグランプリ
の栄冠を得るもよし、専門家が指導するパワーアップ研

修会に参加して自身のスキルアップを図るもよし。但し
このメリットを受けられるのは参加したメンバーあなた
だけ！
　ビジネスのプランは自由、申込みは無料ですので、「何
かアクションを起こしたい！」というメンバーの方はぜ
ひともお申込みを！詳しくは５月22日以降の日本ＹＥＧ
ホームページでご確認ください。
　他にもおなじみのＹＥＧ大賞の開催、ＹＥＧメンバー
講師データベースの構築、昨年の東京サミットで大好評
の翔生塾の開催と、メンバーの皆さんに役立つ事業が満
載の研修委員会。詳細は随時お知らせしますのでどうか
ご期待ください。
●副委員長
　高柳　力也、神谷　篤、田村　和男
●委　　員
菅原　清忠、山縣　敏史、石川　昭一、菊池　勝美、
松井　則幸、鈴木　大介、田辺　俊明、坂井　一欽、
増田英一郎、木村　和央、川那辺昭司、井谷　智子、
川口　泰史、大辻　嘉衛、木島　純一、藤井　一也、
平山　政壱、前原　嘉孝

北　出　弘　紀
委員長

研修委員会
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委員会紹介

　本年度当委員会では、「青年部」を取り巻く様々な問
題に対し活発な議論を展開して頂く為に、商工会議所を
より良く・より広く知るところから問題を提起させてい
ただきます。そのために「商工会議所」「日本ＹＥＧ」
の定義と目的を明確にし、その基本コンセプトを精査し
つつ、全国の青年部未設置商工会議所に対して青年部の
設置を依頼していくとともに、日本ＹＥＧの未加入単会
に対しての加入依頼を通して「今、我々が何を考え、何
をしなければならないのか」という問題に対し共に考え
行動を起こし、全国399の日本ＹＥＧ加入単会が522加入
単会の連合会組織へと増強・発展することを目指します。
次に青年部がそれぞれの地域や我々中小企業を取り巻く

諸問題を広く吸い上げ、全国規模の連合会組織としての
強みをフルに生かし、行政府などに対し、意見・建議活
動そして政策提言を行っていくよう啓蒙活動をしてまい
ります。
　また各地青年部が展開しているいくつかの起業育成
ツールをご紹介しながら、次代のより良い地域づくりの
ために日本ＹＥＧとしてどのようなサポートができるの
か共に考えてまいります。以上のように、全国各地で活
躍する “ＹＥＧ” の皆様にとって「役に立つ委員会」を
目指し、委員会メンバー一同１年間一生懸命努めさせて
いただきますので、よろしくご支援とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。
●副委員長
　菊池　亮、坂部　憲彦、中條　慎也
●委　　員
和田　郁夫、高石治一郎、大澤　寿伸、薩川　　敏、
小池　賢治、澤野　公一、増澤　義治、千賀　隆治、
光枝　裕朗、吉原　洋二、杉本　　昇、林　　隆男

西　村　　　修
委員長

地域支援特別委員会

　帯広ＹＥＧから出向している後藤です。15年度は企画
委員長、16年度は監事という役職をいただき、日本ＹＥ
Ｇ（当時は商青連）を内側から見てきました。その経験
を活かし、18年度のＹＥＧ改革推進会議の事業を積極的
に展開していきたいと考えています。それにしても個性
豊かなメンバーが集まりました。私の舵取りで大丈夫か
なという不安も若干ありますが、担当副会長の味本氏と
連携しながら、楽しく、かつ実りある１年間を送りたい
と思いますのでよろしくお願いします。

　先日、帯広で日本ＹＥＧの最初の役員会がありました。
北海道は非常に厳しい財政状況にありますので、皆さん
どんどんお金を落としていただけたでしょうか？帯広と
言えば豚丼、じんぎすかん、お菓子。でもどこで食べて
も美味しいわけではありませんので、食べに行くときは
帯広のメンバーに聞いてから行かれましたか？ぜひまた
来て下さい。そのときはもっと美味しいものを紹介しま
す。
●副 議 長
　樽井　　浩
●委　　員
梶野宗一郎、尾崎　　仁、渋澤　健司、浅井　秀明、
木下　徳泰、蟹江　　康、西居　基晴、中谷　安伸、
藤井　將登、山条　真嗣、矢野　義尚、立山　誠也、
工藤　哲弘

後　藤　健　市
議　長

ＹＥＧ改革推進会議

　我々、全国商工会議所青年部連合会は、今まで「商青連」という呼称で又、表記を「日本商工会議所　全国商工会議
所青年部連合会」としておりました。今年度、日本商工会議所にご理解を頂いた上で、全国の会員と一般の方にも解り
やすい呼称、表記に変更するべく協議を重ねて参りました。
　そして、呼称は「日本（ニホン）ＹＥＧ」、表記は「日本商工会議所青年部」と変更いたしました。（使用開始日：平
成18年２月19日）
　呼称につきましては、単会においても「○○ＹＥＧ」と呼ぶことが多くなり、ＹＥＧブランドの確立と広
くＹＥＧを認知して頂くために決定いたしました。又、表記につきましては、「１つの団体の表記として
は分かりづらく、長すぎる」などのご意見が多かったことを受け、短く分かりやすい表記に決定いた
しました。
　本会は全てのＹＥＧの連合体として日本商工会議所の方針を踏まえ、ＹＥＧのビジョンを内外に
示し、 ＹＥＧの持つネットワークを最大限に活かし、地域の枠を越えて全国的な交流を促進し、各
地青年部の活性化をはかっていく中心的な組織であることを認識し、新しい呼称・表記で活動して
参ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成17年度　総務委員長　落司ひとみ

呼称、表記の変更について
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執行部・相談役挨拶

　全国ＹＥＧの皆様　直前会長　荒濱健太朗です。

　昨年度、日本ＹＥＧ（商青連）では、「豊かな地域の創
造！　ＹＥＧ　Ｒｅｎｏｖａｔｉｏｎ！」のスローガン
を掲げ、地域の視点で各事業を展開しました。地域あっ
ての日本。地域を最優先に見つめた商青連活動こそが、
時代背景から導き出される唯一の進むべき道だと考え、
組織・活動の現状を見つめなおし、変えるべきは改革し、
継続すべきはさらに進化を図り、効率的にかつＹＥＧと
そのメンバーの発展と「豊かな地域の創造」のために、
より利用価値の高い組織となるようリノベーション（既
存の構造を活用しながら改良を加え、新たな価値を持た
せ共存させていくことを表した言葉）に取り組んで参り
ました。また、将来を見据え、年間事業サイクルの変更（会
員総会の７月開催を含む全国大会、全国会長研修会の開
催時期の変更）、全国商工会議所青年部連合会の呼称・

表記の変更とここ数年の課題に取り組み、役員会の決議
を踏まえ、２月会員総会で報告致しました。
　皆様のお力添えのおかげで、最後まで強い気持ちを持
ち続け、なんとか職務を全うできたのではないかと感じ
ています。この場をお借りして、皆様のご理解ご協力に
対し、心から厚く御礼申し上げます。本当に一年間あり
がとうございました。
　会長として、春のブロック会議、全国大会、９ブロッ
ク大会、ＹＥＧ東京サミット、そして全国会長研修会と
まさに全国各地を訪問させていただき、懸命に企業活動
を行いながら地域を支えているＹＥＧの姿に触れて参り
ました。今、改めて、日本各地の地域に根ざしたＹＥＧ
の価値とその大いなる可能性を実感しています。
　本年度は、國枝会長の下、さらに深化した日本ＹＥＧ
（商青連）活動が展開される事と思います。スローガン
には、「地域が創る日本の未来、故郷の新しい風ＹＥＧ」
を掲げられています。昨年度と同じく『地域の視点』を
大切にした素晴らしい活動が行われることと確信してい
ます。私も全国各地のＹＥＧから学んだ多くの貴重な経
験、体験を基に、精一杯支えて参りたいと思っています。
昨年度にも増してのご協力を心からお願い申し上げま
す。

荒濱健太朗
直前会長

　平成18年度、日本ＹＥＧ副会長の大役を仰せつかりま
した、愛知県豊田ＹＥＧ原田隆司です。昨年の全国大会
愛知大会では、７月の日程変更にも関わらず全国各地よ

り多くの皆様にお越し頂きました。改めて御礼を申し上
げます。また、日程変更によって通常11月に行わなけれ
ばならない大切な総会が、東京サミットと言う初の研修
事業と併せての事業であったのにも関わらず、各単会の
会長様始め、多くの会員の皆様にご参加を頂くことがで
きました。重ねて御礼を申し上げます。ありがとうござ
いました。いよいよ國枝年度が始まります、皆様にご迷
惑が掛からないようにしっかり頑張って参りますので、
今後ともどうぞ宜しくお願い申し上げます。

原　田　隆　司
副 会 長

　本年度、東地区と「地域創造・支援特別委員会」の担
当をさせていただきます、青森県連、弘前ＹＥＧより出
向致します “鈴木順三” です。
　商工会議所活動はそれぞれの地域の実状にあった活動
をすべきだと考えております。当然、商工会議所活動の
一翼を担うＹＥＧ活動もそれぞれの “地域” の視点での

活動をすべきであって、日本ＹＥＧがこうしなさい、あ
あしなさいと言うべきことではありません。“地域” の
問題はその地域の人々の知恵を出し合って解決していく
のが本来の姿です。そのお手伝い、例えば、各地域での
まちづくりの成功事例などの情報提供などをするのが、
日本ＹＥＧの役割だと考えています。
　私は、國枝会長が掲げる「地域が創る日本の未来、故
郷の新しい風ＹＥＧ」のスローガンのもと、会長所信で
述べられておられる “地域” の視点を第一に考え、『地
域のために、ＹＥＧのために、会員のために』を基本に、
その職責を果たしていく所存でございます。
　どうぞよろしくお願い致します。

鈴　木　順　三
副 会 長

　日本ＹＥＧ副会長という大役をお受けした私を、「さ
ぞかし立派なヤツ」とお思いでしょうが、私は人間も事

業所もちっぽけでござんす。私をご存知の方々は、良く
ご存知でござんしょう。こんなヤツが副会長やるんです
から、日本ＹＥＧって大したことない・・・と思いきや、
そんなことござんせん。一言で「数のパワー」とでも申
しましょうか、大きな力を持っていやす。
　そんな立派でもない者が集まって、こんな力を持つ日
本ＹＥＧってすごいと思いやせんか？

池　戸　一　成
副 会 長
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　日本いや全世界的にみても、現在は大きな変革期を迎
えているのではないでしょうか。ＩＴ産業に代表される
情報の即時共有化、それに派生する商工業のグローバル
化。それは有史以来いくつかの変革を経ている人類史の
中でも、ルネッサンスや産業革命に匹敵する大きなター
ニングポイントであると個人的には考えています。
　しかしそういった、ともすれば派手な面、先行すると

ころばかりに眼を向けていていいのでしょうか？
　私たちＹＥＧは各地の商工会議所活動の一翼を担い、
所属する会員の事業を発展させることで、地域経済に貢
献し、様々な活動を行っております。その本分を今一度
思い起こしてみませんか。拠とする自分たちの “地域”
をしかっりと確認することが、その先の広域的な発展に
繋がっていくのではないでしょうか？
　私の出身である高知県は、坂本龍馬をはじめとする歴
史的な偉人を数多く輩出しております。私がその先輩た
ちと並び称されることはありませんが、維新の志や、時
代変革の心意気をもって、国枝会長の思いを形にかえる
助力になることができれば本望です。１年間どうかよろ
しくお願い申しあげます。

鳥澤加津志
専務理事

　日本いや全世界的にみても、現在は大きな変革期を迎
えているのではないでしょうか。ＩＴ産業に代表される
情報の即時共有化、それに派生する商工業のグローバル
化。それは有史以来いくつかの変革を経ている人類史の
中でも、ルネッサンスや産業革命に匹敵する大きなター
ニングポイントであると個人的には考えています。
　しかしそういった、ともすれば派手な面、先行すると

ころばかりに眼を向けていていいのでしょうか？
　私たちＹＥＧは各地の商工会議所活動の一翼を担い、
所属する会員の事業を発展させることで、地域経済に貢
献し、様々な活動を行っております。その本分を今一度
思い起こしてみませんか。拠とする自分たちの “地域”
をしかっりと確認することが、その先の広域的な発展に
繋がっていくのではないでしょうか？
　私の出身である高知県は、坂本龍馬をはじめとする歴
史的な偉人を数多く輩出しております。私がその先輩た
ちと並び称されることはありませんが、維新の志や、時
代変革の心意気をもって、国枝会長の思いを形にかえる
助力になることができれば本望です。１年間どうかよろ
しくお願い申しあげます。

味　本　　　隆
副 会 長

　　「地域が創る日本の未来、
　　　　　　故郷（ふるさと）の新しい風ＹＥＧ」

　平成18年度上記スローガンで國枝日本ＹＥＧ会長と共

に一年間「世界遺産観光と自然、道州制に積極的に取り
組む」北の大地北海道より北海道代表理事として出向致
します石狩ＹＥＧ大平修二と申します。
　新生日本ＹＥＧメンバーと共に積極的に取り組んで参
りたいと考えています。
　４月に北海道ブロック会議が國枝会長のお膝元帯広の
地で開催いたします。北の大地北海道から始まる日本Ｙ
ＥＧ「地域が創る日本の未来、故郷（ふるさと）の新し
い風ＹＥＧ」まじめに楽しく一年間よろしくお願いしま
す。

大　平　修　二
北海道ブロック代表理事

　平成18年度は、商工会議所を知ろう運動特別委員会、

地域連携推進委員会の両委員会を軸に置き、活発な交流
と連携の推進。参加して身になるＹＥＧ活動の推進を
図って行きたいと考えております。また、我々東北の仲
間が、日本ＹＥＧの地域創造・支援特別委員会の先導者
として活動致します。東北ブロックとしても全面的に支
援しながら、東北46単会が勇気と情熱を持って行動する
組織集団になるようがんばっていきたいと思います。

鍋　谷　　　昭
東北ブロック代表理事

　平成18年度関東ブロック代表理事を務めさせていただ
きます、野田ＹＥＧの池澤雅至と申します。今年度は、

人と人との繋がりを大事にするという原点を見つめ直
し、関東のＹＥＧの仲間と今まで以上に連携を強化して
いきたいと思います。また関東だけに留まらず、全国の
ＹＥＧのメンバーと絆を深めることで、互いの情報交換
や青年経済人として自己研鑽することにより、ビジネス
チャンスを掴めるきっかけづくりができるよう活動して
まいります。一年間どうぞ宜しくお願い申し上げます。

池　澤　雅　至
関東ブロック代表理事

執行部・相談役挨拶
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執行部・相談役挨拶

　今年度、三重県連・津ＹＥＧより東海ブロック代表理
事として出向させております青山春樹と申します。
　１年間、日本ＹＥＧ皆様のお役になるよう一生懸命務
めさせて頂きますので、よろしくお願いいたします。
　我々を取り巻く社会情勢は大きく転換しようとしてい
る時代に、有意義なものは何かと考えますと、私はＹＥ
Ｇが真っ先に頭に浮かんできます。ＹＥＧこそが宝の山

と思います。
　私は、このＹＥＧという全国で出会ったひとり一人の
感動・情熱・友情を束ね、「絆」を深めるような交流と
連携を活かし、地域の文化、産業などの分野を通して新
しい価値の創造・連携をはかっていくことが大事な事で
はないかと考えております。
　平成18年度日本ＹＥＧスローガン「地域が創る日本の
未来、故郷の新しい風ＹＥＧ」にもありますように主役
は地域です。その地域が連携をもてば更にすばらしいも
のが出来上がると思います。
　“絆は強い原動力” として、一生懸命精進いたします
ので皆様方のご支援ご協力をよろしくお願いいたしま
す。

青　山　春　樹
東海ブロック代表理事

　今年度は、國枝会長のもと、「顔の見える日本ＹＥＧ、
役に立つ日本ＹＥＧ」を目ざして活動していきたいと
思っています。

　また、近畿ブロック商工会議所青年部連合会の会長と
して、ＹＥＧの仲間を知ること、府県連間の交流を盛ん
にし、ブロック内の各ＹＥＧや府県連の声を、日本ＹＥ
Ｇへと届けられるようにブロックの結束を更に高めて行
きたいと思っています。
　さて、９月８、９日には、近畿ブロック大会大和高田
大会が開催されます。皆様方にはなにかとご依頼、ご無
理をおかけすると思いますが、なにとぞご協力の方、よ
ろしくお願いいたします。

水　本　和　良
近畿ブロック代表理事

　平成18年度中国ブロック代表理事を務めさせていただ
きます。岡山県総社ＹＥＧの坪井祥隆です。本年度から
会員が単会になりやっと８ブロックに足並みがそろって
参りました。ＹＥＧメンバーとして、ＹＥＧメンバーにし
かできないことをやることが信条です。１年間ブロ代と
しての職務を全うしたいと思います。
「活かせ3,000人のネットワーク　交流と連携のＹＥＧに」
　企業人として、あるべき姿とはどのようなものでしょ
うか。企業経営にスピードが求められる反面、利益追求
型に傾注する企業が目立つようになりました。企業とし
て利益追求は当たり前のことなのですが、儲ければよい
という経営は淘汰され、これからは社会において貢献で
きる企業が生き残れる時代を迎えるのではないでしょう
か。

「ＹＥＧって何ですか。ＹＥＧは、あなたの役に立ってい
ますか、そしてあなたの会社や街に必要ですか。」
　ＹＥＧにもあるべき姿があるはずです。ＹＥＧには、
「気づき（情報）」と「絆（友情）」があります。会費を
無駄にしていませんか。時代は、向上心や好奇心のある
者に必ずチャンスを与えます。ＹＥＧはその為に存在し、
あなたやあなたの周りの人を幸せにすると信じています。
　平成18年度、中国ブロック商工会議所青年部連合会は
「活かせ3,000人のネットワーク　交流と連携のＹＥＧに」
をスローガンに、ＹＥＧメンバーの為になる活動を展開
して参ります。
　まずは、交流です。そこからうまれる友情と連携を大
切にして、中国５県にビジネスパートナーや友達をつ
くってもらいたいと思います。会員3,000人との交流に
より、己を奮起させてください。また、ＹＥＧで得たも
のを自らの企業や単会に活かしてください。
　そのきっかけをつくるのが平成18年度中青連の役割で
す。単会ＹＥＧの人材を育成し、地域の為に役立つ人づ
くりを目指して邁進いたしますので、ご理解ご支援の程
お願い申し上げます。

坪　井　祥　隆
中国ブロック代表理事

　北陸信越ブロック代表理事の長野県連・大町ＹＥＧ　
佐藤悟です。
　平成18年度日本ＹＥＧスローガン「地域が創る日本の
未来、故郷の新しい風ＹＥＧ」の下、一年間一生懸命務
めさせて頂きますのでよろしくお願いいたします。
　異なった業種に携わる我々ＹＥＧメンバーは、各事業

所の「顔」として営業・購入・販売・サービス提供・雇用・
経理の認識を持ちつつ、自らが消費者として「地域経済」
に係わっていかねばなりません。そのための情報収集・
活動を行ううえで、各単会・各県連・ブロック商工会議
所青年部連合会・日本ＹＥＧのットワークと資産を共有
し活用していくことは大変意義あるものと考えます。ま
た、「勝ち組」「負け組み」にとらわれず、惻隠の心をも
つ中小企業としての「いい仕事」と親切丁寧なサービス
の提供、そして全国ＹＥＧメンバーとの絆深めることは、
継続して事業所を経営していく上で大きな力になるはず
です。
　お世話になります。よろしくお願いいたします。

佐　藤　　　悟
北陸信越ブロック代表理事
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執行部・相談役挨拶

　九州ブロック代表理事の津村です。
　平成18年度日本ＹＥＧスローガン「地域が創る日本の

未来、故郷の新しい風ＹＥＧ」の下、一年間務めさせて
頂きますのでよろしくお願いいたします。
　本年度は、第26回全国大会大分大会が大分県連主管も
と開催されますが、九州ブロック８県「九州は、一つ」
を合言葉に全面的に支援して参りますので多くの参加を
お願い致します。
　皆さん、大分でお逢いしましょう。
　「九州は、一つ」です、よろしくお願いいたします。

津　村　弘　毅
九州ブロック代表理事

【エールに代えまして】
　この数年間の日本ＹＥＧでの体験を振り返り、今強く
感じることは、ＹＥＧこそこの国の地域のために役に立
てる組織であり仲間であるということ。そして、ＹＥＧ

の未来への責任の重大さです。ＹＥＧの可能性を信じて、
積極的にＹＥＧに関わってください。
　人口減という未曾有の時代に、自らリーダーとして立
ち上がるべきはＹＥＧです。まだ若いからと甘えたり逃
げたりしない。「自分たちこそが地域づくりの主役であ
る。」その気概を持って、自分からその立場へ踏み込ん
で行ってください。
　ＹＥＧがその力を最大限に発揮できるよう微力ながら
お手伝いさせていただきます。

鈴　木　悌　介
日本ＹＥＧ相談役

【夢・・・】
　メルマガ読者の皆様、こんにちは
　最近、新聞などでよく目にするのが「最近の子供たち
が夢を持たなくなった」です。私たちが幼少の時代はど
うだったでしょう？パイロット、医者、宇宙飛行士など

小学校の作文などで書いたことを最近思い出してしまう
のは私だけでしょうか？私たちＹＥＧはＹＥＧ宣言にあ
るように「私はＹＥＧとして、夢に挑む」とあるように
いかなることにも常に夢にチャレンジし続けてきました。
　これからも地域で子供たちとともに「夢」を共に見れ
る活動を行いたいと改めて感じています。
　日本ＹＥＧは地域の夢と希望をかなえるためこれから
も活動し続けてまいります。18年度、國枝会長率いる日
本ＹＥＧへご理解とご協力をお願いいたします。
　『地域が創る日本の未来』実現に向けて
　『故郷の新しい風ＹＥＧ』を感じつつ・・・

小　園　浩　幸
日本ＹＥＧ相談役

【相談役としての活動の抱負】
　日本ＹＥＧ相談役、井上和宣（岡山ＹＥＧ）です。昨
年度は、専務理事として一年間大変お世話になりました。
この場をお借りし、改めて御礼申し上げます。
　昨年度の全国大会愛知大会において、ＹＥＧは、互い

の地域の経済的発展に寄与することを目的に、アジア・
大洋州各地のＹＥＧ的な組織あるいは活動との連携と協
力の可能性を求めて、その一歩を踏み出す『愛知宣言』
を採択しました。その具体的アクションとして、本年度、
鈴木悌介相談役が、アジア商工会議所連合会（ＣＡＣＣ
Ｉ）若手企業家委員会副委員長に就任されました。鈴木
相談役をサポートしながら、日本ＹＥＧのアジア・大洋
州での活動が、全国400ＹＥＧ、26,000人メンバーのた
めに、いかに寄与することができるか、その方向性と可
能性を検証したいと思います。
　１年間、宜しくお願い申し上げます。

井　上　和　宣
日本ＹＥＧ相談役

　平成18年度四国ブロック代表理事をさせていただきま
す高知ＹＥＧの岡本淳一と申します。今年度は高知市で

四国ブロック大会が９月に開催されます。高知の魅力を
少しでも多くの皆様にお伝えし、高知のファンになって
いただくと共に、四国内の交流を深め活発な交流と活動
のお手伝いをしたいと思っております。また、日本ＹＥ
Ｇの全国的なネットワークの活用を会員に促し、会員企
業の発展に寄与したいとも思っております。今年一年、
地元力で日本ＹＥＧを盛り上げていきますので宜しくお
願い致します。

岡　本　淳　一
四国ブロック代表理事

　翔生45号は編集・確認作業が時間がかかり発行が遅くなりました。委員会紹介・執行部・相談役
挨拶原稿は平成18年度当初に作成した原稿であり、発行時期に合わない状態が発生しております。
関係者の皆様にご迷惑をおかけしたことをお詫びいたします。
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事
業
に
ご
協
力
い

た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
毎
年
、
山
口
会
頭
に
は
全
国
大
会
に

ご
参
加
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
日
参
加
の
役
員
は
、
日
商

の
各
小
委
員
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
日
本
商
工
会
議

所
の
諸
事
業
に
関
わ
ら
せ
て
頂
き
本
当
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
貴
重
な
お

時
間
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

鳥
澤
：
最
初
に
、
國
枝
会
長
よ
り
平
成
１８
年
度
日

本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
事
業
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

國
枝
：
今
年
度
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
「
地
域
が
創
る

日
本
の
未
来
、故
郷
の
新
し
い
風
Ｙ
Ｅ
Ｇ
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
活
動
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
活
躍
し
て
お

り
ま
す
が
、
彼
ら
が
地
域
に
元
気
を
も
た

ら
す
風
を
巻
き
起
こ
す
存
在
に
な
っ
て
ほ

し
い
。
そ
れ
を
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
応
援
・
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
、
そ
う
い
っ
た
役
割
を
日

本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
果
た
し
た
い
と
思
い
、
こ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
ま
し
た
。

　
　
　

今
年
度
は
４
つ
の
常
設
委
員
会
と
２
つ
特

別
委
員
会
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
特
別
委

員
会
の
１
つ
は
「
商
工
会
議
所
を
知
ろ
う

運
動
」
を
進
め
て
い
る
地
域
創
造
・
支
援

特
別
委
員
会
で
す
。
地
域
発
展
は
行
政
と

商
工
会
議
所
が
車
の
両
輪
で
あ
り
、
会
議

所
は
車
輪
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
車
輪
の
一
部
と
し
て
、

地
域
の
青
年
経
済
人
と
し
て
発
言
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
商
工
会

議
所
の
組
織
自
体
を
知
ら
な
い
と
発
言
で

き
な
い
。
ま
ず
は
商
工
会
議
所
を
知
り
、

関
わ
っ
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
を
支
援
す

る
委
員
会
で
す
。

　
　
　

も
う
１
つ
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
改
革
推
進
会
議
で

す
。
会
議
で
は
行
政
サ
イ
ド
の
若
手
官
僚

と
意
見
交
換
を
し
て
い
き
ま
す
。
若
手
官

僚
も
、
地
域
の
こ
と
を
一
生
懸
命
考
え
て

い
ま
す
。
彼
ら
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
か
ア

イ
デ
ア
は
持
っ
て
い
ま
す
が
、
現
場
（
地

域
）
に
手
足
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
一
方

Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
現
場
（
地
域
）
が
活
動
舞
台
な

の
で
手
足
は
持
っ
て
い
ま
す
が
、
限
定
さ

れ
た
地
域
の
中
で
し
か
動
い
て
い
な
い
た

め
、
全
体
が
見
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
乗

り
越
え
ら
れ
な
い
障
壁
が
結
構
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
そ
の
両
者
が
話
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
地
域
に
「
新
し
い
風
」
を
巻

き
起
こ
せ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
は

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
若
手
官
僚
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
て
い
る
段
階
で

す
。
最
終
的
に
は
日
本
各
地
に
テ
ー
ブ
ル

が
で
き
て
、
地
域
を
考
え
る
若
者
同
士
が

一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
流
れ
を
作
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
き
く
は
こ
の

２
本
立
て
の
特
別
委
員
会
が
今
年
の
特
徴

で
す
。

鳥
澤
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

は
、
本
日
の
参
加
者
の
自
己
紹
介
に
入
り

ま
す
。

荒
濱
：
昨
年
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
山
口
会
頭
か
ら
（
地

元
の
）
米
子
商
工
会
議
所
会
頭
に
「
荒
濱

君
、
頑
張
っ
て
る
よ
」
と
言
っ
て
い
た
だ

い
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
、
気
を
遣
っ
て

頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

司
会
者
か
ら
も
あ
っ
た
よ
う
に
昨
年
は
、

「
日
本
商
工
会
議
所 

全
国
商
工
会
議
所
青

年
部
連
合
会
」
と
い
う
長
い
表
記
を
「
日

本
商
工
会
議
所
青
年
部
」
に
変
更
さ
せ
て

頂
き
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
観
点
か

ら「
商
青
連
」と
言
っ
て
い
た
呼
称
を「
日

本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
」と
変
更
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
提
言
の
ひ

と
つ
と
し
て
会
長
研
修
会
、
そ
し
て
全
国

大
会
の
あ
り
方
を
考
え
直
し
、
全
国
大
会

を
２
月
か
ら
３
月
頃
、
会
長
研
修
会
を
１１

月
頃
に
開
催
す
る
と
い
う
年
間
事
業
サ
イ

ク
ル
に
変
更
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
（
平
成

２１
年
度
か
ら
適
用
）。表
記
・
呼
称
の
変
更
、

そ
し
て
年
間
事
業
サ
イ
ク
ル
の
変
更
は
、

検
討
を
始
め
て
か
ら
３
年
ぐ
ら
い
か
か
り

ま
し
た
が
、
新
し
い
一
歩
が
踏
み
出
せ
た

１
年
に
な
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
日

本
で
一
番
小
さ
な
鳥
取
県
か
ら
会
長
と
し

て
出
向
さ
せ
て
頂
い
た
が
故
に
出
来
た
こ

と
で
は
な
い
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
１

年
間
、
本
当
に
ご
支
援
頂
き
ま
し
た
こ
と

を
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

原
田
：
愛
知
県
は
豊
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
出
向
し
副
会

長
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
原
田
で
ご
ざ

い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
の
全
国
大
会
愛
知
大
会
に
は
式
典
か

ら
懇
親
会
ま
で
ご
出
席
を
頂
き
ま
し
て
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年

は
企
画
委
員
会
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
今

年
の
全
国
大
会
は
１１
月
に
大
分
県
連
、
会

長
研
修
会
は
２
月
に
加
賀
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
主
管

に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
現
在
は
企
画
内
容

に
つ
い
て
調
整
を
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い

大
会
に
す
る
た
め
に
委
員
会
を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
９
ブ
ロ
ッ

ク
に
お
い
て
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
各
地
の
大
会
が
良
い
大
会
と
な
る

よ
う
、
７
月
１４
日
に
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
主
管

地
の
皆
様
に
お
集
ま
り
頂
い
て
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
開
催
地
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

日
商
の
皆
様
に
も
会
頭
様
を
は
じ
め
沢
山

の
ご
参
加
を
頂
き
ご
支
援
を
頂
き
ま
す
よ

う
、
重
ね
て
御
願
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鈴
木
：
青
森
県
の
弘
前
か
ら
出
向
し
て
お
り
ま

す
。
担
当
は
東
地
区
の
北
海
道
・
東
北
・

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
と
「
商
工
会
議
所
を
知
ろ

う
運
動
」
の
地
域
創
造
・
支
援
特
別
委
員

会
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
３０
代
か

ら
地
元
で
常
議
員
を
し
て
お
り
ま
す
。
商

工
会
議
所
と
い
う
の
は
地
元
に
密
着
を
し

て
い
か
な
い
と
活
動
が
止
ま
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
各
地
域
の
中
で
の
商
工
会
議
所
の

あ
り
方
は
そ
れ
ぞ
れ
千
差
万
別
で
す
。
そ

の
地
域
を
知
ら
な
い
と
活
動
が
で
き
ま
せ

ん
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
も
自
分
が
所
属
し

て
い
る
商
工
会
議
所
の
仕
組
み
を
知
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
ろ
う
と
い
う
意
識
を

全
国
に
広
げ
る
運
動
の
担
当
を
し
て
い
ま

す
。
本
日
の
対
談
の
テ
ー
マ
の
中
に
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
是
非
会
頭
か
ら
も
ご
意

見
を
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

池
戸
：
岐
阜
県
の
各
務
原
か
ら
出
向
し
て
お
り
ま

す
池
戸
と
申
し
ま
す
。
中
地
区
の
北
陸
信

越
・
東
海
・
近
畿
と
研
修
委
員
会
を
担
当

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
研
修
委
員
会
は
非
常

に
沢
山
の
事
業
を
抱
え
て
お
り
ま
し
て
、

�

日商「山口会頭」、
　　日本ＹＥＧ「役員」座談会
日商「山口会頭」、
　　日本ＹＥＧ「役員」座談会

地域が創る日本の未来、故郷の新しい風ＹＥＧ地域が創る日本の未来、故郷の新しい風ＹＥＧ



Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
、
今
回
で
４
回
目
に
な
り
ま

す
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、
翔
生

塾
、
講
師
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
、
各
地
の

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
た
め
の
事
業
、
も
し
く
は
Ｙ
Ｅ

Ｇ
会
員
の
た
め
の
事
業
と
い
う
よ
う
な
切

り
口
で
各
事
業
の
企
画
運
営
を
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
事
業
に
つ

い
て
お
話
す
る
と
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
説
明
は
控
え
ま
す
が
、
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

味
本
：
四
国
の
高
知
県
、
高
知
Ｙ
Ｅ
Ｇ
よ
り
出
向

し
て
お
り
ま
す
味
本
と
申
し
ま
す
。
西
地

区
担
当
と
い
う
こ
と
で
、
中
国
・
四
国
・

九
州
の
３
ブ
ロ
ッ
ク
と
Ｙ
Ｅ
Ｇ
改
革
推
進

会
議
を
担
当
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

先
ほ
ど
國
枝
会
長
が
説
明
し
た
よ
う
に
、

若
手
官
僚
と
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
、
本

音
で
語
っ
て
い
く
と
い
う
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
若
手
官
僚
と
既
に
３
回
会
議
を

し
て
お
り
ま
す
。
自
分
以
外
の
ほ
と
ん
ど

の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
東
大
出
身
の
キ
ャ

リ
ア
官
僚
と
初
め
て
触
れ
合
い
ま
す
。
彼

ら
は
僕
ら
の
想
像
以
上
に
熱
心
に
国
の
こ

と
考
え
て
い
ま
す
。
最
近
や
っ
と
お
互
い

に
本
音
で
語
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
た
め
に
な
り
た
い
と
い
う
よ
り

も
、
地
域
の
た
め
に
一
つ
の
こ
と
を
成
し

遂
げ
る
と
い
う
こ
と
を
実
際
の
事
業
と
し

て
、
成
果
が
出
つ
つ
ご
ざ
い
ま
す
。
楽
し

み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

鳥
澤
：
私
は
総
務
委
員
会
と
広
報
委
員
会
の
担
当

で
専
務
理
事
の
鳥
澤
で
ご
ざ
い
ま
す
。
埼

玉
の
上
尾
か
ら
出
向
し
て
ま
す
。
東
京
に

近
い
か
ら
、
日
商
に
近
い
か
ら
、
お
前
は

専
務
理
事
を
や
れ
と
い
う
こ
と
で
任
命
さ

れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。
今
年
度

は
昨
年
呼
称
が
変
わ
っ
た
件
や
組
織
自
体

も
２０
数
年
経
っ
て
き
て
、
随
分
見
直
し
て

い
く
部
分
が
多
く
な
り
、
総
務
委
員
会
が

中
心
と
な
っ
て
見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
ろ
ん
な
政
策
提
言
を
し
て
い
く

中
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
も
の
を
確

立
し
な
け
れ
ば
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
事
業
な

の
か
理
解
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
い
ろ

い
ろ
な
事
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
広
報

委
員
会
は
私
た
ち
の
組
織
を
し
っ
か
り
と

外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
い
う
こ
と
を
重
点
に
置

い
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
様
々
な
面
で

広
報
と
い
う
も
の
に
関
し
て
日
本
商
工
会

議
所
か
ら
ご
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

小
谷
：
予
定
外
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
加
賀
か
ら
出
向
し
て
い
ま
す
小
谷
で

す
。
今
年
度
は
監
事
で
す
が
本
当
は
卒
業

の
年
度
に
や
る
役
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
と

皆
さ
ん
に
申
し
あ
げ
て
い
ま
す
。
私
は
卒

業
ま
で
ま
だ
８
年
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度

は
本
当
に
成
熟
し
た
組
織
で
あ
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
の
で
、
も
う
一
皮
こ
う
大
き

く
伸
び
る
よ
う
に
後
方
支
援
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
原
田
副
会
長
が
言
っ

た
よ
う
に
加
賀
で
会
長
研
修
会
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
今
年
度
よ
ろ
し
け
れ
ば
会
長

研
修
会
の
ご
参
加
も
是
非
お
考
え
下
さ
い

（
笑
）。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鳥
澤
：
こ
れ
か
ら
は
対
談
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
進

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
先

ほ
ど
鈴
木
副
会
長
の
方
か
ら
も
お
話
あ
り

ま
し
た
よ
う
に
、
商
工
会
議
所
の
中
の

一
部
と
し
て
青
年
部
と
い
う
の
が
あ
る
わ

け
で
す
が
、
こ
の
青
年
部
と
い
う
の
は
何

だ
ろ
う
？
ど
う
い
う
位
置
づ
け
な
の
か
？

と
い
う
こ
と
を
今
年
度
は
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
ず
は
鈴
木
副
会
長
か
ら
ご
説
明
を

お
願
い
し
ま
す
。

鈴
木
：
地
域
創
造
・
支
援
特
別
委
員
会
で
は
春
の

会
長
会
議
で
全
ブ
ロ
ッ
ク
を
回
り
、
全
国

の
会
長
と
対
談
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
、
青
年
部
が
設
置
さ
れ
て

い
る
商
工
会
議
所
で
、
会
議
所
の
定
款
に

「
青
年
部
」
が
き
ち
ん
と
載
っ
て
る
と
こ

ろ
も
あ
れ
ば
、
載
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
。
こ
れ
は
各
会
議
所
で
自
由
に
決
め

ら
れ
る
こ
と
な
の
で
我
々
が
提
案
で
き
る

話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
に
は
青
年
部

未
設
置
の
会
議
所
や
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
未
加
入

の
青
年
部
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
会
議
所

に
対
し
て
青
年
部
や
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
浸
透

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本

商
工
会
議
所
青
年
部
は
日
商
の
定
款
に
も

き
ち
ん
と
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

日
本
商
工
会
議
所
の
会
頭
と
し
て
青
年
部

を
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
ら
れ
る
の

か
？
ま
た
青
年
部
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し

た
い
か
？
会
頭
の
青
年
部
に
対
す
る
意
識

や
位
置
づ
け
を
お
聞
か
せ
頂
け
れ
ば
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

会
頭
：
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
は
、
組
織
的
に
も
よ
り
強
く
な

り
、
各
商
工
会
議
所
の
中
で
も
頑
張
る
こ

と
で
、
商
工
会
議
所
全
体
を
活
性
化
す
る

推
進
力
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
Ｏ
Ｂ
か
ら
各
地
区

の
会
頭
に
な
ら
れ
た
方
が
全
体
の
１
割
、

副
会
頭
が
２
割
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
研
鑽
さ
れ
て
主
要
ポ
ス

ト
に
就
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
　
　

日
本
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
団
体
が
あ
り

ま
す
が
、
最
も
多
く
の
企
業
の
声
を
代
表

す
る
の
は
、
商
工
会
議
所
な
ん
で
す
。
ま

ち
づ
く
り
三
法
の
改
正
、
そ
し
て
真
に

必
要
な
幹
線
道
路
網
の
早
期
整
備
に
つ
い

て
陳
情
し
た
際
も
、
商
工
会
議
所
が
全
国

の
代
表
と
し
て
提
言
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
や
は
り
政
府
は
非
常
に
重
く
受
け
止

め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の

力
を
、
も
っ
と
も
っ
と
強
く
し
た
い
で
す

ね
。

鈴
木
：
今
、
地
域
の
中
で
青
年
部
も
模
索
を
し
て

い
ま
す
。
青
年
部
の
規
約
に
、
商
工
会
議

所
の
一
翼
を
担
う
た
め
に
我
々
は
活
動
を

す
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。
商
工
会
議
所
の

標
準
定
款
の
中
で
、
青
年
部
と
女
性
会
を

置
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
ま
す
が
、
全

国
で
は
そ
の
通
り
に
な
っ
て
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
日
商
の
事
務
局
か
ら
各
地

商
工
会
議
所
に
お
願
い
す
る
こ
と
を
毎
年

し
て
頂
い
て
ま
す
が
、
も
っ
と
強
く
し
て

押
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
。

國
枝
：
商
工
会
議
所
の
役
割
と
い
う
の
が
、
地
域

に
よ
っ
て
は
ち
ゃ
ん
と
出
来
て
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
経
団
連
と
か
同
友
会
な

ど
は
大
企
業
ベ
ー
ス
で
物
を
考
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
ベ
ー
ス
に
物
を
考
え
る
組
織
は
商

工
会
議
所
し
か
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
す
。
ほ
ん
と
に
有
機
的
に
動
け
る
よ
う

な
若
い
人
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
い
っ
て
、

地
域
の
未
来
を
、
絵
を
描
け
る
よ
う
な
組

織
に
な
っ
て
い
く
と
、
本
当
の
意
味
で
行

政
と
車
の
両
輪
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
が

で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
、
そ
う
い
っ

た
意
味
で
今
年
の
委
員
会
で
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
は
す
ご
く
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
て
く
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

鈴
木
：
私
が
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
長
の
と
き
に
、

仙
台
と
盛
岡
に
青
年
部
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ち
ょ
う
ど
私
が
会
長
の
と
き
に

作
っ
て
い
た
だ
い
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き

は
、
仙
台
の
会
頭
に
「
日
商
の
副
会
頭
な

ん
で
す
か
ら
是
非
作
っ
て
も
ら
わ
な
い
と

困
り
ま
す
よ
」
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

「
そ
れ
だ
っ
た
ら
作
ん
な
き
ゃ
い
け
な
い

か
」
っ
て
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
未
設

置
の
会
議
所
に
も
そ
う
い
う
よ
う
な
言
い

方
も
ひ
と
つ
の
方
法
と
考
え
て
い
ま
す
。

鳥
澤
：
今
年
度
、
未
設
置
の
商
工
会
議
所
に
青
年

部
の
設
置
を
依
頼
し
よ
う
と
言
っ
て
い
る

な
か
で
、
会
議
所
の
合
併
に
よ
っ
て
青

年
部
数
が
減
り
ま
し
た
と
い
う
訳
に
は
い

き
ま
せ
ん
の
で
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
あ
た
り
も
日
商
か
ら
も
協
力
し

て
頂
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

國
枝
：
は
い
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

鳥
澤
：
次
の
テ
ー
マ
は
、
先
ほ
ど
山
口
会
頭
の
お

話
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
商
工
会
議
所

以
外
に
も
企
業
が
集
ま
っ
て
い
る
団
体
は

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
会
議
所
は
中
小
企

業
の
組
織
と
い
う
一
面
も
あ
り
ま
す
が
、

も
う
ひ
と
つ
商
工
会
議
所
の
役
割
と
し

て
、
地
域
エ
リ
ア
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発

展
を
願
う
組
織
と
い
う
側
面
が
特
徴
で
あ

り
、
他
の
組
織
に
無
い
側
面
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
ま
ち
づ
く
り
三
法

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
ち
づ
く
り
の

視
点
で
山
口
会
頭
は
ど
う
お
考
え
で
し
ょ

う
か
。

会
頭
：
ま
ち
づ
く
り
三
法
で
は
、
７
年
前
に
安
易

に
規
制
緩
和
し
た
の
が
間
違
い
で
し
た
。

こ
の
間
の
商
店
街
の
荒
れ
は
ひ
ど
い
も
の

で
、
取
り
戻
す
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

人
口
が
減
っ
て
い
く
社
会
で
、
大
型
店
に

消
費
者
が
ど
ん
ど
ん
吸
収
さ
れ
た
ら
商
店

街
は
ひ
と
た
ま
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

は
、
大
型
店
も
商
店
街
も
共
生
で
き
る
よ

う
お
互
い
に
協
力
し
よ
う
と
い
う
方
向
に

な
る
で
し
ょ
う
ね
。

鈴
木
：
商
店
街
は
お
祭
り
で
も
イ
ベ
ン
ト
で
も
、

地
域
に
い
ろ
ん
な
意
味
で
責
任
を
持
ち
な

�



が
ら
経
営
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
大
企
業

は
最
初
か
ら
撤
退
も
想
定
し
て
地
域
に

入
っ
て
き
て
、
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
た

ら
い
な
く
な
る
。
地
域
に
は
何
の
責
任
も

持
た
な
い
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
。
そ
の

辺
を
き
ち
っ
と
し
て
く
れ
れ
ば
、
来
て
も

ら
う
の
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ

し
、
む
し
ろ
ま
ち
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。

国
枝
：
消
費
者
と
し
て
も
大
型
店
舗
は
商
品
的
に

は
い
ろ
ん
な
も
の
や
新
し
い
も
の
も
手
に

入
る
、
そ
れ
は
必
要
で
あ
る
と
思
う
の
で

す
。
た
だ
商
店
街
は
地
域
の
祭
り
で
も
イ

ベ
ン
ト
で
も
手
弁
当
で
活
動
し
、
地
域
に

対
し
て
い
ろ
ん
な
意
味
で
責
任
を
持
ち
な

が
ら
会
社
運
営
も
や
っ
て
い
ま
す
。
僕
ら

か
ら
見
て
い
る
と
、
大
企
業
っ
て
の
は
最

初
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
も
考
え
て
地
域
に

入
っ
て
き
て
い
る
。
実
際
に
だ
め
に
な
っ

て
閉
鎖
し
て
い
る
。
〝地
域
に
対
し
て
何

も
責
任
も
持
た
な
い
〟
と
い
う
ふ
う
に
見

え
て
し
ま
う
ん
で
す
。
本
当
は
地
域
に
対

す
る
責
任
を
持
っ
て
頂
け
る
と
、
来
て
も

ら
う
の
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ

し
、
む
し
ろ
ま
ち
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ま

ち
・
地
域
に
対
す
る
責
任
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

会
頭
：
前
回
の
改
正
で
は
、
騒
音
、
交
通
渋
滞
、

廃
棄
物
な
ど
の
環
境
面
で
の
調
整
し
か
で

き
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
農
地

転
用
が
自
由
に
な
っ
た
た
め
、
首
長
が
事

実
上
の
大
型
店
の
出
店
許
可
権
を
持
っ

て
し
ま
っ
た
。
け
れ
ど
、
今
回
の
改
正
で

そ
う
い
う
こ
と
は
全
部
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
転
用
し
た
ら
農
地
で
は
な
い
。
都

市
計
画
を
し
っ
か
り
立
て
て
、
県
知
事
が

市
町
村
の
広
域
調
整
を
す
る
。
公
の
施
設

は
、
許
可
が
な
い
と
市
街
地
か
ら
出
ら
れ

な
い
。
画
期
的
な
改
正
と
な
り
ま
し
た
。

國
枝
：
ま
た
、
地
域
に
と
っ
て
は
基
本
的
な
交
通

網
は
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す

ね
。
特
に
北
海
道
の
よ
う
に
広
い
と
こ
ろ

で
は
生
活
道
路
に
し
て
も
観
光
道
路
に
し

て
も
、
こ
こ
に
必
要
だ
と
い
う
の
が
出
て

き
ま
す
ね
。

荒
濱
：
鳥
取
県
の
場
合
な
ん
か
は
県
庁
所
在
地
の

鳥
取
市
か
ら
姫
路
に
向
か
っ
て
無
料
の
バ

イ
パ
ス
道
路
を
県
が
作
り
ま
す
。
米
子
市

は
岡
山
に
向
け
て
有
料
道
路
で
す
。
そ

う
す
る
と
有
料
の
米
子
市
は
不
利
に
な
っ

て
お
り
、
大
阪
か
ら
鳥
取
市
に
流
れ
て
く

る
人
口
は
す
ご
く
増
え
ま
す
。
県
が
作
る

道
路
と
国
が
作
る
道
路
で
県
の
様
子
も
変

わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
事
実
も
起
き
て
い

ま
す
。

國
枝
：
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
の
動
き
は
ど
う
し
た
っ

て
出
て
き
ま
す
よ
ね

会
頭
：
現
在
日
商
で
は
、「
道
路
問
題
」
を
政
府

に
要
望
し
て
い
ま
す
。
幹
線
道
路
で
計
画

が
最
も
未
達
成
な
の
は
山
陰
、
東
九
州
。

そ
れ
と
北
海
道
で
す
。
民
営
化
し
た
道
路

公
団
は
、
利
益
の
出
な
い
道
路
は
作
ら
な

い
。
で
す
か
ら
、
真
に
必
要
な
道
路
は
政

府
の
予
算
で
し
っ
か
り
と
作
っ
て
も
ら
い

た
い
。
少
な
く
と
も
競
争
条
件
だ
け
は
揃

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
幹
線
道
路
が
で

き
て
企
業
が
進
出
す
れ
ば
、
地
域
は
賑
わ

い
、
人
が
活
き
る
ん
で
す
。
経
団
連
の
御

手
洗
会
長
が
「
東
九
州
に
幹
線
道
路
を
通

し
て
も
ら
え
ば
、
中
国
に
負
け
な
い
コ
ス

ト
も
実
現
で
き
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
地
域
で
は
環
境
が
整
備
さ
れ
、

企
業
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
。
人
は
一

度
都
会
に
出
た
ら
元
へ
戻
り
ま
せ
ん
。
地

域
を
担
う
人
を
残
す
た
め
に
も
必
要
な
道

路
は
通
さ
な
い
と
。

國
枝
：
そ
れ
に
は
ど
れ
だ
け
産
業
を
興
す
か
、
あ

る
い
は
今
あ
る
パ
イ
を
い
か
に
大
き
く
す

る
か
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
。
少
子
化
問
題

も
そ
う
で
す
が
結
局
は
雇
用
問
題
で
す

ね
。
仕
事
が
な
い
と
子
供
も
産
み
育
て
る

気
に
は
な
れ
な
い
で
す
か
ら
ね
。

鳥
澤
：
そ
う
考
え
る
と
で
す
ね
、
や
は
り
一
つ
は

ま
ち
づ
く
り
と
、
も
う
一
つ
は
人
づ
く

り
っ
て
い
う
の
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
昨
年
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
で
グ
ラ

ン
プ
リ
取
っ
た
の
が
Ｈ
ｅ
ｙ
！
Ｓ
ａ
ｙ
！

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
！
で
岡
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
主
催
し
て

い
る
「
出
会
い
の
場
」
の
提
供
で
す
。
つ

ま
り
少
子
化
対
策
が
大
賞
を
取
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
ま
ち
（
商
工
会

議
所
）
で
少
子
化
対
策
を
や
る
。
こ
れ
が

商
工
業
に
は
直
接
つ
な
が
ら
な
い
か
も
し

れ
な
い
で
す
が
、
や
は
り
人
が
産
業
の
基

本
に
な
る
の
で
、
少
子
化
問
題
は
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
日
本
商
工
会
議
所
と
し

て
は
こ
の
少
子
化
対
策
は
ど
う
お
考
え
で

す
か
。

会
頭
：
日
商
で
は
一
昨
年
か
ら
、
他
に
先
駆
け
て

少
子
化
問
題
を
重
点
政
策
に
掲
げ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
効
果
が
出
る
ま
で
、
５０
年
、

１
０
０
年
か
か
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
す

ぐ
、や
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

猪
口
担
当
大
臣
に「
少
子
化
対
策
と
し
て
、

婚
外
子
も
検
討
し
て
は
。」
と
申
し
あ
げ

た
と
こ
ろ
、「
経
済
団
体
か
ら
、
そ
ん
な

提
言
は
初
め
て
で
す
」と
驚
か
れ
ま
し
た
。

も
っ
と
大
ら
か
に
、
い
ろ
い
ろ
検
討
す
れ

ば
い
い
と
思
う
の
で
す
が
、
な
か
な
か
進

み
ま
せ
ん
ね
。
私
は
、
若
い
人
が
親
や
地

域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
地
域
で
子
育
て

す
る
こ
と
を
推
奨
し
た
い
。
地
域
の
方
が

は
る
か
に
子
供
を
育
て
や
す
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

鳥
澤
：
人
が
減
っ
て
栄
え
る
と
い
う
こ
と
は
や
は

り
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
人
が
多
く
な
る
た

め
の
支
援
を
各
地
の
商
工
会
議
所
が
ど
ん

ど
ん
政
策
を
や
っ
て
い
く
べ
き
と
思
い
ま

す
。
池
戸
副
会
長
は
少
子
化
対
策
に
つ
い

て
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

池
戸
：
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
岡
山
Ｙ
Ｅ

Ｇ
で
は
Ｈ
ｅ
ｙ
！
Ｓ
ａ
ｙ
！
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
！

を
全
国
ど
こ
で
も
で
き
る
よ
う
に
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
し
て
頂
い
て
い
ま
す
の
で
、
青
年

部
が
中
心
に
な
っ
て
各
地
の
商
工
会
議
所

に
広
め
た
い
で
す
ね
。

篠
原
：
全
国
事
業
に
し
ま
し
ょ
う
。

國
枝
：
女
性
会
の
方
で
こ
う
し
た
事
業
を
や
っ
て

お
ら
れ
る
方
、
随
分
あ
る
ん
で
す
ね
。

荒
濱
：
や
は
り
き
ち
ん
と
仕
切
る
と
こ
ろ
が
必
要

で
す
ね
。
岡
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
み
た
い
に
き
ち
っ

と
仕
切
っ
て
メ
ン
バ
ー
の
紹
介
で
あ
る
人

間
が
出
会
っ
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
形
で

あ
れ
ば
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

池
戸
：
民
間
の
結
婚
相
談
所
み
た
い
な
も
の
じ
ゃ

な
く
て
、
公
共
性
の
高
い
商
工
会
議
所
で

や
る
こ
と
で
、
信
頼
感
・
安
心
感
が
あ
り

ま
す
ね
。

鳥
澤
：
時
間
の
許
す
限
り
い
ろ
ん
な
話
を
聞
き
た

い
の
で
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
お
時
間
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
最
後
に
國
枝
会
長
か
ら
お

話
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

國
枝
：
今
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
時
間
を
頂
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
委
員

会
か
ら
の
要
望
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
も
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
未
だ

未
設
置
の
商
工
会
議
所
に
は
、「
Ｙ
Ｅ
Ｇ

と
い
う
組
織
は
横
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
充

実
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
よ
り
全
国
の

連
携
を
強
く
す
る
こ
と
で
大
き
な
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
ん
で
す
」
と
説
明
し
な
が

ら
新
し
い
仲
間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で

す
。
た
だ
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
も
限
界
が
あ
り

ま
す
の
で
、
是
非
日
本
商
工
会
議
所
の
ほ

う
か
ら
も
、
未
設
置
商
工
会
議
所
に
「
青

年
部
を
設
置
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
是
非

ご
支
援
・
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

会
頭
：
（
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
、
日
本
Ｙ
Ｅ

Ｇ
に
）
名
前
が
変
わ
っ
て
、
非
常
に
新
鮮

で
す
ね
。

國
枝
：
本
当
に
そ
う
で
す
。
僕
ら
自
身
が
変
わ
り

ま
し
た
。「
日
本
商
工
会
議
所 

全
国
商
工

会
議
所
青
年
部
連
合
会
」
は
寄
り
合
い
所

帯
っ
て
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
ど
う
し
て
も
あ

り
ま
し
た
が
「
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
」
と
い
う
呼

称
に
な
っ
て
か
ら
は
外
部
の
人
か
ら
も
一

つ
の
人
格
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。「
日

本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
」
が
発
言
し
て
い
る
と
い
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

会
頭
：
機
関
誌
等
で
周
知
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

鳥
澤
：
本
日
は
大
変
貴
重
な
お
時
間
を
頂
き
ま
し

て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

と
日
本
商
工
会
議
所
が
が
っ
ち
り
と
手
を

組
ん
で
、
日
本
の
未
来
の
た
め
に
、
一
生

懸
命
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　
　

日
本
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　

会　
　

頭　
　
　

山
口　

信
夫

　
　
　
　
　
　

常
務
理
事　
　
　

篠
原　
　

徹 

　
　
　

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ

　
　
　
　
　
　

会　
　

長　
　
　

國
枝　

恭
二

　
　
　
　
　
　

直
前
会
長　
　
　

荒
濱
健
太
朗

　
　
　
　
　
　

副
会
長　
　
　

原
田　

隆
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

順
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
戸　

一
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

味
本　
　

隆

　
　
　
　
　
　

専
務
理
事　
　
　

鳥
澤
加
津
志

　
　
　
　
　
　

監　
　

事　
　
　

小
谷 

由
美
子
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ＹＥＧポスター紹介ＹＥＧポスター紹介
　ＹＥＧポスターは翔生のポスター版として作成し、全国の

商工会議所に配布しました。日本ＹＥＧのライブラリコー

ナーからもダウンロードできますので、ぜひご活用ください。

ＹＥＧ改革推進会議と地域創造・支援特別委員会の紹介ＹＥＧ改革推進会議と地域創造・支援特別委員会の紹介
□ＹＥＧ改革推進会議について
　ＹＥＧ改革推進会議では、味本副会長並び後藤議長の下、
３つのグループに構成されます。
⑴　日本ＹＥＧ・あり方検討グループ
　17年度にまとめられて「あり方検討」をベースに、日本
ＹＥＧが今後担うべき役割、それを実行するための組織の
あり方、そのためのブロック、県連、単会との連携につい
て議論し、検討していくグループです。

⑵　日本ＹＥＧ・アジア連携検討グループ
　アジアにおける連携についての情報収集し、日本ＹＥＧ
が今後どのような形でアジアと連携していくべきかを議論
しているグループです。
　ＣＡＣＣＩ（アジア商工会議所連合会）との連携事業や10
月30日～11月２日に台湾で行われえる総会への参加します。

⑶　「故郷の新しい風会議」推進グループ
　日本ＹＥＧが担うべき１つの役割に中央とのパイプがあ
ると考え、国の各省庁（若手官僚）とのダイレクトな連携
の場を本会議に設定していくグループです。
　日本ＹＥＧの役員会やブロック大会や全国大会の日程に
あわせて、「故郷の新しい風会議」を開催します。

『地域創造・支援特別委員会』設置の目的
“今、我々ＹＥＧが何を考え、何をしなければならないのか”
　現在全国522の商工会議所に、日本商工会議所青年部（以
下「日本ＹＥＧ」と表記）に加入している「青年部」が399 
存在し、皆それぞれ地域をよりよくするために、また地域経
済活性化のために日夜汗してご活躍されていることと思いま
す。しかし、その活動が商工会議所活動と一体のものとして
地域に認識されているのかと検証してみますと、各単会で大
きな差があるように思います。
　商工会議所活動を大きく分けると「意見・建議活動」「ま
ちづくり事業実施活動」「地域企業振興活動」の 3 つに捉え
ることができますが、現状の青年部の活動は、商工会議所の
下請けや協力活動が主になっていることが多く、実際の現場
で汗して地域のために活動しているにもかかわらず、商工会

議所活動の最も重要な役割である「意見・建議活動」に青年
部の意見が反映されている単会がどれくらいあるでしょうか。
　私たち青年部が商工会議所活動の一翼を担っているのであ
れば、私たちはもっと商工会議所のことを知る必要がありま
すし、私たちの意見を商工会議所の「意見・建議活動」に反
映させるのであれば、もっともっと商工会議所の仕組みを勉
強する必要があります。
　これらを踏まえ当委員会では、各単会において「青年部」
に関する活発な議論を展開して頂く為に、商工会議所をより
良く・より広く知るところから課題や問題を提起させていた
だきます。そのためにまずは組織基盤確立の観点から「商工
会議所」「日本ＹＥＧ」の定義と目的を明確にし、その基本
コンセプトを精査しつつ、全国の青年部未設置商工会議所に
対して青年部の設置を依頼していくとともに、日本ＹＥＧの
未加入単会に対しての加入依頼を通して「今、我々ＹＥＧが
何を考え、何をしなければならないのか」という課題に対し、
各単会や地域が抱える様々な現状や問題を共に考え、行動を
起こしてまいりたいと思います。そして全国399の日本ＹＥ
Ｇ加入単会が522 加入単会の連合会組織へと増強・発展する
ことを目指します。
　次に政策提言の観点から、青年部がそれぞれの地域や我々
中小企業を取り巻く諸問題を広く吸い上げ、全国規模の連合
会組織としての強みをフルに生かし、行政府などに対し、意
見・建議活動そして政策提言を行っていくよう啓蒙活動をし
てまいります。
　また起業を通した地域づくりの観点から、各地青年部が展
開しているいくつかの起業育成ツールをご紹介しながら、次
代のより良い地域づくりのために日本ＹＥＧとしてどのよう
なサポートができるのか共に考えてまいります。
　以上のように、全国各地で活躍する “ＹＥＧ” の皆様にとっ
て「役に立つ委員会」を目指し、委員会メンバー一同 1 年
間一生懸命努めさせていただきますので、よろしくご支援と
ご協力を賜りますようお願い申し上げると共に、本件に関し
て全国のＹＥＧメンバーの皆様のご意見とご感想をお待ち申
し上げます。

http://yeg.jp/2006/library/?poster2006
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ブロック大会

浦河大会　2006.10/14㊏▶15㊐

酒田大会　2006.9/28㊍▶30㊏

野田大会　2006.10/6㊎▶7㊏

鈴鹿大会　2006.10/27㊎▶28㊏

高知大会　2006.9/1 ㊎▶3㊐

大川大会　2006.8/25㊎▶27㊐

総社大会　2006.9/15㊎▶16㊏

大和高田大会　2006.9/8㊎▶9㊏

大町大会　2006.9/12㊋▶13㊌
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北海道ブロック大会北海道ブロック大会

日　時：2006年10月13日㈮、14日㈯、15日㈰

場　所：北海道浦河郡浦河町

開催地テーマ：

  〝再び浦河　集う仲間！　
　　　　今、新たな歴史が始まる〟

　平成18年10月13日㈮～15日㈰、北海道浦河商工会議所青年部の主管により第19回北海道ブロック大会浦河大会が浦河
町内に於いて開催されました。
　13日㈮の前泊者交流会が浦河インで開催されました。
　14日㈯は９時30分より北海道ブロック会長会議から始まりました。一般会員の登録は11時より受付です。
　13時より３つの分科会が浦河優駿ビレッジ・アエルを起点に行われました。
　第１分科会では「パークゴルフ交流会」で大自然の中プレイをしました。
　第２分科会では「ホースシュウズ交流会」で新しい体験型交流をしました。
　第３分科会では「ＪＲＡ施設見学」を満喫しました。
　16時30分より記念講演が行われました。講演は、元プロ野球投手でプロ野球解説者の村田兆治氏です。テーマは地域
経済とスポーツ・執念が私の野球人生を支えてきたです。会場は浦河町総合文化会館文化ホールで開演され、ＹＥＧメ
ンバーは本より一般来場者が多数傍聴しました。中でも中学・高校生が多かった。背景として、駒大苫小牧の甲子園で
３年連続の健闘と日ハムファイターズの優勝で、野球そのものが地元で大きく盛り上がりを見せているからでしょう。
講演内容は、投手再起不能と言われた男が、自分の努力と家族を含め周りの人々に大きく励まされ、不死鳥の如く蘇っ
た話を中心に講演頂いた。本当に努力家だと感じた。パフォーマンスで、サイン入りボールを中学生２名にマサカリ投
法でプレゼントしました。ＹＥＧメンバーもボールを貰いましたが、ハプニング発生！顔面キャッチで会場大盛り上が
り、当人そうとう痛かったでしょう。ついでに本まで頂きました。痛みの代償は、サインボールと本ですが、是非今後
もＹＥＧ活動にご尽力下さい。
　18時30分より、大懇親会が同会場３階で行われました。もちろん村田兆治氏も参加されサインと写真をねだられてい
ました。我ら國枝会長は人間神輿で会場入り、お礼と激励の挨拶をし、乾杯は東地区担当鈴木副会長が音頭を取り、盛
大に開催された。他ブロック（４～７県の地区）と違い北海道は１県と同じ１つの道としてブロック分けされているので、
団結力があり登録数のほとんどが参加されていました。各単会のメンバーは久しぶりの交流に酒を酌み交わし、次世の
話に花を咲かせ希望をもって意見交換をしていました。２次会、３次会と浦河の止まり木を飛び回ったのは、私と委員
長だけでないはずです。
　47人の浦河ＹＥＧメンバーのサポートに感謝。合掌
　日が明け15日９時より表敬訪問。浦河町長と浦河商工会議所会頭の２名と國枝会長率いる総勢８名の日本ＹＥＧメン
バーと北海道ブロック大平代表理事率いる総勢６名で名刺交換後会談しました。
　大平ブロ代・日本ＹＥＧ國枝会長と主催者挨拶の後、日商山口会頭のビデオメッセージと続き、主管浦河ＹＥＧ吉田
会長お礼の挨拶、開催地浦河商工会小林会頭の挨拶、来賓挨拶と続き、後のセレモニーはすべて順調に進行され、本大
会の記念式典が滞りなく無事成功の元終えた。浦河ＹＥＧ吉田会長と本大会実行委員長小林君に記録ビデオの作成に協
力頂いた。

　　　　北海道ブロック大会浦河大会の登録　332名　
　　　　浦河町人口　15,500人　　　　　　　　業　　　　種　漁業・牧場・酪農
　　　　名　　　産　日高昆布・競争馬　　　　そ　の　他　地震が多い　ピンク一切無し

佐藤のつぶやき
　ともかく遠い　浦河は町なのに商工会議所がある！？！？
佐藤の感想と印象
　何処を見ても山と海。山は紅葉初め、海は寂しく冬を迎える気配がした。
　センチメンタルになるかも。これにて、一件落着。
ＰＳ
　襟裳岬は観光名所であるが、四季を問わず、何も無い・・・・春です。アッ秋か！
　襟裳岬より新千歳空港まで約190㎞　僕はその日レーサーになった。

報告者　平成18年度日本ＹＥＧ広報委員会　理事　弘前ＹＥＧ・佐藤浩之
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東北ブロック大会東北ブロック大会

日　時：2006年９月28日㈭、29日㈮、30日㈯

場　所：山形県酒田市

開催地テーマ：

  〝君よ、きたまえに来たまえ！〟

　９月28日㈭・29日㈮・30日㈯　「君よ、きたまえに来たまえ！」をスローガンに公益と商人の街酒田の地で第25回東

北ブロック大会が過去最高927名の登録で開催されました。

　28日は東北ブロック執行部会議・役員会・臨時総会が行われ、次年度会長選任を含め進められました。特に22年度全

国大会に２単会より候補の名乗りあがり、東北の情熱を改めて感じる会議となりました。

　前泊者懇親会は東北で老舗のフランス料理店「ル・ポットフー」にてフルコースをいただき初日を終了いたしました。

　２日目はブロック会長会議、「これでいいのか？ＹＥＧ　待ったなし！地域再生、日本の再生地域のリーダーは君だ」

と題し地域創造・支援特別委員会が進行しディスカッションされ、活発な意見が交わされました。

　午後１時より東北地元ネットでお馴染みの八波一起氏の司会で記念式典、続いて記念講演講師のアクシデントに対し

実行委員長より、お詫びの挨拶がありましたがその件を感じさせない実行委員メンバーの熱意と「安部政権への期待と

不安」と題した早稲田大学院教授、田勢康弘氏の講演でした。終了後分科会が行われました。

第 1分科会

　まちおこし会社の野望と挑戦

第 2分科会

　メディア文化の街酒田

第 3分科会

　商人の街酒田・公益の街酒田　探訪

第 4分科会

　東北ブロック特別委員会

　分科会は基本の根底理念はこれからの商業をどう考えるか、一人ひとりが地域のリーダーとしての自覚を再確認しま

した。

　大懇親会では日本酒のきき酒が行われ、会場には山形の酒造メーカーのブースの設置、又酒田芸子のおどりも披露さ

れるなど江戸より栄えた文化の根付きを感じさせられました。

　天候にも恵まれ、本大会は 3日目エクスカーションも無事終了するころができました。19年度第26回八戸大会に繋ぐ

べく、東北ブロック会員全員が情熱を持ち地域を活性化していく交流の場になった大会でした。

報告者　平成18年度日本ＹＥＧ広報委員会　理事　横手ＹＥＧ　高橋　まゆみ
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関東ブロック大会関東ブロック大会

日　時：2006年10月６日㈮、７日㈯

場　所：千葉県野田市

開催地テーマ：

  〝『粋』育もう！　商売人として　心を〟

　10月６日㈮・７日㈯の２日間に亘り、醤油醸造中心に文化と歴史が豊かに発展してきたまち、千葉県野田市に於いて

第26回関東ブロック大会が開催されました。

　1,200余名のＹＥＧメンバーが一堂に会し、「『粋』育もう！　商売人として　心を」のテーマの下、池澤関青連会長

以下野田ＹＥＧ、千葉県青連の皆さんが丹精込め練りに練ったプログラムに対して、参加者全員が真摯に取り組み消化

してゆきました。今年度の関青連スローガンは「熱ある仲間はひとつ、心もひとつ、心意気の関東ＹＥＧ」。大会テー

マの「粋」と「心意気」を随所に感じさせる熱のこもった大会となりました。

　第１日目は役員会・定時総会・会長会議が行われ、次年度役員承認、次年度関東ブロック大会開催地承認等、ＹＥＧ

の未来を担う議題に身の引き締まる思いが致しました。また会長会議のなかで日本ＹＥＧと単会会長の間で行われた意

見交換は大変な熱気を帯び、時間超過を忘れるほどの盛り上がりを見せていました。会議終了後は同会場にて前泊者懇

親会が開催され活発な名刺交換を行いました。

　第２日目は記念式典・記念講演・分科会・大懇親会のメインプログラム。多くのご来賓に出席いただいた記念式典では、

次年度関東ブロック大会開催地平塚ＹＥＧへ大会旗の引渡しが堂々とそして厳粛に行われました。

　記念講演はご当地キッコーマン株式会社社長　牛久崇司様により「キッコーマンの経営」と題して、創業以来340余

年を経てきたキッコーマンの経営戦略や、食と健康の広い分野での取り組み内容等を語っていただきました。21世紀の

潮流について①グローバル化、②規制緩和等の市場経済の自由化、③ＢｔｏＢ、ＢｔｏＣ等のＩＴ化　の３つをあげられ、

厳しい時代ではあるが「ピンチをピンチとして正しく認識し、チャンスに変える気概を持つことが大切」と結ばれました。

　分科会は第１から第５まで５つの分科会が用意され１．粋な商売、２．粋な郷土、３．粋な産業、４．いい金（粋）を探せ、

５．活き（粋）な会議　とそれぞれ「粋」をテーマにした内容で、メンバーはそれぞれに積極的に参加しました。

　大懇親会はご来賓の皆様、日本ＹＥＧ、そして関ブロ内各県連交えての大いなる交流の場となり、粋なアトラクショ

ンが繰り広げるなか、ボーダーレスの談笑の輪が会場全体に広がりまさにＹＥＧがひとつになった瞬間でした。

　今大会最も「粋」だったのは６日早朝より50余名で開催された《 粋ゴルフ Tournament》だったかもしれません。

２つの台風が接近する中、横なぶりの雨と風に負けずラウンドした皆さん、ＹＥＧの「心意気」を本当に見せていただ

いた思いです。来年は10月５日、６日平塚の地で開催されます。関東ブロック野田大会は主催者、参加者共にひとつに

なりＹＥＧの友情の輪を太く大きくして「粋」に幕を閉じました。

報告者　平成18年度日本ＹＥＧ広報委員会　副委員長　富士ＹＥＧ　吉川　隆裕
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北陸信越ブロック大会北陸信越ブロック大会

日　時：2006年９月11日㈪、12日㈫、13日㈬

場　所：長野県大町市

開催地テーマ：

  〝日本の屋根からずくだせ！〟

　平成18年９月11日㈪～13日㈬、長野県大町商工会議所青年部の主管により第26回北陸信越ブロック大会大町大会が長

野県大町市内に於いて開催されました。

　11日㈪の前泊者交流会からスタートしました。会場は割烹　泉味です。

　12日㈫午前中は北陸信越ブロックの役員会・会員総会・会長会議が黒部観光ホテルで開催されました。

　午後は３つの分科会及、夜の大懇親会が開催されました。

　第１分科会では「ずくと知恵でまちづくり　エコプロジェクトツアー」で環境に優しい活動などを見学しました。

　第２分科会では「ずくだして、（歩）えべや！　おおまち酒蔵巡り」のテーマで酒蔵と商店街その新しい取り組みを

見学しました。

　第３分科会では「ずくだして見てっとくれや！　高瀬渓谷電力開発の旅」というテーマでダムや発電所の見学、そし

て初秋を迎える高瀬渓谷を満喫しました。

　そしてブロック大会をはじめ各種大会においてメインである大懇親会です。

　会場は黒部観光ホテル・大ホールで開催されました。

　年に一度しか会えないメンバーとの交流、その時間を共有し相互のビジネス談議に花を咲かせ、また友情を深め有意

義な時間を過ごしました。そしてネオンに導かれる人、温泉を堪能する人それぞれ大町での夜を楽しんだ事だと思いま

す。

　13日㈬、記念式典・記念式典が９時15分より開催されました。記念講

演は参院議員・荻原健司氏をお迎えし「本気は本物か」のテーマで講演

をして頂きました。「本気は本物か」は氏の座右の銘で自分が取り組もう

とする事に対し自分自身への約束（目標）であることを忘れないために

常に念頭において行動すると話されました。これは我々のビジネスにも

当てはまる事で原点を見直すということで意義のある講演であったと感

じました。

　今年度の北陸信越ブロックは全国９ブロックの中で一番ホットだと式典・会長挨拶の中で国枝会長が話されていまし

た。新潟でのサッカー大会、長野県連の日本ＹＥＧ加入申請、富山県連の全国大会の件、そして石川県連では加賀会長

研修会が開催される事など熱い大町・北陸信越ブロックから「ずく」を参加者それぞれに持ち帰ると同時に今年度の折

り返し地点通過、後半もまた元気一杯に走り続けましょう。

　大会スタッフ、関係者に感謝の意を表し北陸信越ブロック大会大町大会の報告とさせて頂きます。

報告者　平成18年度日本ＹＥＧ広報委員会　専門委員　関ＹＥＧ　野田雅之
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東海ブロック大会東海ブロック大会

日　時：2006年10月27日㈮、28日㈯

場　所：三重県鈴鹿市

開催地テーマ：

  〝東海にこだまする全皆パワー！
　　　　鈴鹿のち・か・ら、全朿力！〟

　平成18年10月27日㈮～28日㈯に９ブロック大会最後の大会で第19回東海ブロック大会鈴鹿大会が三重県鈴鹿商工会議
所青年部の主管によって盛大に開催されました。
　大会テーマは、「東海にこだまする全皆パワー！鈴鹿のち・か・ら、全朿力！」
　なんとも鈴鹿ならではのタイトルです。なんと登録数1,500名の登録者人数を超える登録数1,586名が参加いたしまし
た。東海の景気のよさが反映したのではと思わざる終えないほどの登録数でした。
　今回の東海ブロックの開催地が鈴鹿ということでモータースポーツの街のイメージを前面に表現したプログラムが組
まれていました。
　■第一分科会
　　レースクィーンと行くＳＵＺＵＫＡを知ろうバスツアー１（市内視察）
　■第二分科会
　　レースクィーンと行くＳＵＺＵＫＡを知ろうバスツアー２（市内視察）
　■第三分科会
　　場所：鈴鹿サーキット国際レーシングコース・ピット周辺
　　　　　見る・聞く・感じるモータースポーツ体験（見学・体験）
　■第四分科会
　　場所：鈴鹿サーキットメディアセンター
　　　　　講演会＆パネルディスカッション（講師講演会）
　■第五分科会
　　場所：鈴鹿サーキット国際レーシングコースＶＩＰルーム
　　　　　ビジネスチャンス交流会（ＯＢ交流会）

　今回私は第三分科会と第五分科会に参加いたしました。しかし、レースクイーンのお姉さんが多すぎです。こんなと
こにたくさん予算を使っていました。計画・段取りしていただいた鈴鹿ＹＥＧのメンバーありがとう！
　第三分科会では普段では入ることのできないピット内に入ることができそして鈴鹿在住のモータースポーツ企業、各
レースチームの方々がピットに自慢のマシンを並べてさらに、各チーム所属のレースクイーンのお姉さんが記念写真に
協力してくれました。フェラーリ・ランボルギーニ・ポルシェ・レクサスなどの高級車の試乗もあり会場の皆さんは子
供に戻ったように目が輝いておりました。鈴鹿のコースをバスで２週走りそのバスの横をレースカーか走り抜けていく
体験もでき鈴鹿のレースを肌で感じました。
　第五分科会ではレース観戦時には１席60万円もする「ＶＩＰ」ルームに入ってきました。ＯＢサロンということで日
本ＹＥＧのＯＢの方々に会うことができ懐かしい同窓会のようにも感じました。
　記念講演ではまず真っ白に煙を吐きながら走り去っていく２台のスポーツカーにびっくりしました。かなりタイヤく
さかったですが・・・。講師にモータースポーツジャーナリストの今宮　純さんを迎えてモータースポーツの裏話や今
までのモータスポーツと今後のモータースポーツのあり方など雑談も交えた講演でした記念式典ではなんと鈴鹿のコー
スの道路の上でじゅうたん引いて行いました。びっくりです。地元の鈴鹿ＹＥＧだからできたことだと思います。鈴鹿
ＹＥＧの皆さんありがとうございます。ちょっと雨がぱらつきましたが大雨にならずよかったですね。
　来賓の方々からも「鈴鹿のコースでやらずに体育館とかでやったら、とか言ってましたが彼らはやりました。すばら
しい。」といっておられた方がいらっしゃいました。
　大懇親会では普段入れないピットの上のスペースで行われ青山ブロ代と大会会長の櫛田浩哉さんが電飾オープンカー
に乗って鈴鹿のコース上に搭乗、走り去りながら大会最終イベント大懇親会です。大会の花であるレースクイーンのお
姉さん方が100人搭乗！もう時間があまりない全国大会のＰＲなど、盛りだくさん過ぎてデジカメの電池がなくなりま
した。
　本当に鈴鹿の皆さんお疲れ様でした。ひじょーによくできた大会でした。大会会長さんお疲れ様です。やったものに
しかわからない達成感を味わってください。
　そして何よりも伊藤委員長には、日本ＹＥＧ企画委員長と鈴鹿大会実行委員長の２足の草鞋の辛さは分かっておりま
すが、素晴らしいの一言に尽きると思います。本当に感動・感謝・尊敬いたします。

報告者　平成18年度日本ＹＥＧ広報委員会　専門委員　岡崎ＹＥＧ　河合　秀明
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近畿ブロック大会近畿ブロック大会

日　時：2006年９月８日㈮、９日㈯

場　所：奈良県大和田市

開催地テーマ：

 〝知る来るロード　
夢ＮＡＲＡ高田～オアシスをめざして～〟

　平成18年９月８日㈮～９日㈯、奈良県大和高田商工会議所青年部の主管により第24回近畿ブロック大会大和高田大会
が奈良県大和高田市内に於いて開催されました。
　８日㈮午後より近畿ブロックの役員会・会員総会・会長会議・前泊者懇親会が大和高田市文化会館さざんかホールで
開催されました。
　９日㈯午前中よりは記念式典・記念講演・分科会が大和高田市文化会館さざんかホール・その他で開催されました。
懇親会に関しては市立高田商業高校で行われました。
　今回開催地テーマとして「知る来るロード　夢ＮＡＲＡ高田～オアシスをめざして～」を合言葉に近畿が一つになっ
て盛り上がっていました。
１．記念式典
　記念式典では、各位来賓・出席者から祝辞を頂きその後19年度近畿ブロック大会開催地・19年度近畿ブロック代表理
事の発表が行われました。
２．記念講演
　記念講演では、講師に財部誠一氏をお招きし「～中小企業のオアシスはどこに～」をテーマに自身の経験を踏まえ分
かりやすく話しをして頂きました。
３．分 科 会
　分科会は７つに分かれて開催しました。
①　「まち」の潤いⅠではカリスマ添乗員平田進也氏とともに大和高田まちなかツアーを楽しみました。
②　「まち」の潤いⅡでは大和高田商工会議所青年部が立ち上げた高田の星の見学と昭和の名作のシアター上映会を
開催しました。

③　「あきない」の潤いⅠでは地場産業の河村繊維㈱・梅の宿酒造の企業訪問・工場見学を行いました。
④　「あきない」の潤いⅡでは地場産業の三輪そうめん工場でそうめん三味株式会社　池利の企業訪問・工場見学を
行いました。

⑤　「れきし」の潤いⅠでは初代天皇神武天皇陵特別参拝と橿原神宮を参拝してきました。
⑥　「れきし」の潤いⅡでは當麻寺の観光をしてきまた。
⑦　「さらなる」潤いⅠでは創業・経営革新挑戦支援フォーラムを大和高田さざんかほーるにて行いました。基調講
演として錣山親方（元関脇：寺尾）氏に「若手育成」「地域活性」に関して講演して頂きました。また終了後コーディネー
ターに山本浩之氏をお願いし、パネラーに錣山親方・國枝恭二（日本商工会議所青年部会長）・吉田誠克（大和高
田市長）・酒本昌彦（大和商工会議所副会頭）を招き「創業・経営革新挑戦支援」へのオアシスについて色々話を
して頂きます。

４．大懇親会
　そしてブロック大会をはじめ各種大会においてメインである大懇親会です
　会場は大和高田市立商業高等学校体育館で開催されました。懇親会においては、にて開催年に一度しか会えないメン
バーとの交流、その時間を共有し相互のビジネス談議に花を咲かせ、また友情を深め有意義な時間を過ごしました。
　また懇親会アトラクションとして在日中国雑技芸術団による一流の演技を見ることが出来ました。
　今年度の近畿ブロック大会は午前中からの開催からにもかかわらず、北は福井県から南は和歌山県まで各種単会が参
加し1,000名以上の登録がありました。また昼食の用意と多種にわたる分科会の開催など参加者の視点に立った事業内
容でおもてなしの気持ちが伝わってきました。参加したメンバーは今回のブロック大会を通じて開催地テーマ「オアシ
ス」を見つけて持ち帰ることが出来ました。
　大会スタッフ、関係者に感謝の意を表し近畿ブロック大会大和高田大会の報告とさせて頂きます。

報告者　平成18年度日本ＹＥＧ広報委員会　鯖江ＹＥＧ　園　　昇
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中国ブロック大会中国ブロック大会

日　時：2006年９月15日㈮、16日㈯

場　所：岡山県総社市

開催地テーマ：

  〝人としてどう生きるか、心の経営が
　できているか、元気になってかえってもらいたい〟

　９月15日㈮・16日㈯の２日間に渡り、青年部中国ブロック大会が開催されました。中国ブロック内外より約1,000名

の青年部メンバーが集まり、「交流と研修」を目的としたプログラムで行われました。

　総社大会の開催地テーマは「人としてどう生きるか、心の経営ができているか、元気になって帰ってもらいたい」と

３つの想いが込められた「人・心・元気」。 １日目は中国ブロック内の会長による会議など諸会議が開催され、日本Ｙ

ＥＧと中国ブロック内会長による活発な意見交換が行われ、会場内は熱気に包まれました。会議終了後は今年で第20回

目を迎える「神が辻薪狂言」の会場へと場所を移し、日本の伝統芸能を鑑賞し、初秋の恒例イベントを堪能し、１日目

は終了となりました。

　２日目は大会のメインプログラム、記念式典・記念講演・分科会が開催され、記念式典のオープニングではシングラ

イクトーキングの佐藤竹善氏によるシークレットコンサートで華やかに幕開けをしました。会場は突然の佐藤氏の登場

にどよめきと歓喜の声が上がっていました。記念講演は㈱船井総合研究所　船井幸雄先生による「世の中大激変、こう

対処しよう。」と題して行われました。「経営コンサルタントの神様」と称される船井先生が、身振り手振りを交えなが

ら経営のコツをわかりやすく、参加者へ伝授されていました。時折、会場からは笑いも起こり、非常にリラックスした

雰囲気で終了致しました。

　その後、会場を岡山県立大学へ移し、分科会として「中国ブロック大交流会～語ろう。笑おう。また会おう～」を開催。

他県の青年部メンバーを年代別のテーブルに分けて、ディスカッション・懇親会が行われました。初めての企画という

ことで、参加者も少々緊張気味でしたが、中国ブロック内の同年代の仲間との話しとも合って、ディスカッションは徐々

に盛り上がり、引き続きの懇親会でも同じメンバーでの交流となり、いつも以上に単会同士、また、メンバー同士での

交流が深まり、互いに刺激を受けた様子でした。初めての企画でしたが、中国ブロック内の単会の距離が近くなり、今

後につながる大交流会となりました。

　来年は平成19年９月８・９日、広島県東広島市で開催されることが決まり、さらなる交流・研修を期待し、２日間の

大会の幕を閉じました。

報告者　平成18年度日本ＹＥＧ広報委員会　副委員長　岡山ＹＥＧ　根木　克己
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四国ブロック大会四国ブロック大会

日　時：2006年９月１日㈮、２日㈯、３日㈰

場　所：高知県高知市

開催地テーマ：

  〝維新前進　龍馬魂こじゃんとやるぜよ！高知〟

　平成18年９月１日㈮～３日㈰の３日間、高知商工会議所青年部の主管で、高知県高知市に於いて第23回四国ブロック

大会高知大会が、盛大に開催されました。

　１日目の１日㈮は、ホテルグランドホテルにて、前泊者懇親会が開催され、高知大会がはじまりました。日本ＹＥＧ

出向者ならび高知ＹＥＧ、四国ブロック内のメンバーとの、懇親を深め、高知ＹＥＧさんの手厚いおもてなしを受け、

酒の飲み方も教えて頂き、夜遅くまで懇親会が高知市内で、行われました。

　２日目の２日㈯は、朝早くから四青連役員会・臨時総会・会長会議が開催され、記念式典が、高知市文化プラザかるぽー

とにて、大会テーマ｢維新前進　龍馬魂こじゃんとやるぜよ！高知｣の元、登録者550名にて、記念講演、四つの分科会

が執り行われました。 記念講演は、上村春樹氏が｢チャンピオンの条件｣をテーマに、リーダーの心得を、ご自身の経験

を元にお話をして頂きました。第二分科会では｢高知はこれで委員会｣をテーマに、地元高知ＹＥＧの味本日本ＹＥＧ副

会長をコーディネーターにて、国家公務員の官僚４名の方々も又、後藤日本ＹＥＧ推進会議議長もパネラーとして参加

され、高知市長岡崎誠也氏もまじえ、活発な論議が行われた。又、第一分科会では、青木豊彦氏の講演、第三・第四分科会は、

｢龍馬探求｣｢企業見学｣等で高知の良さを堪能した、記念式典等でありました。 そして、場所をホテル日航高知旭ロイヤ

ルに移動し、大懇親会が、味本日本ＹＥＧ副会長の乾杯の発声により開演された。特別ゲストとして、矢沢エーキチ氏

も登場し、開場は、大変に盛大になり、土佐流のもてなしを、最後まで参加者一同楽しみました。

　３日目の３日㈰は、ゴルフ・高知市内観光のエクスカーションが、開催され、四国ブロック大会高知大会が、閉会さ

れました。

　川北実行委員長をはじめとする、高知ＹＥＧメンバー一同のパワーと、もてなしの心に、感動と感謝を申し上げ、四

国ブロック大会高知大会がすばらしい大会で、大成功であったことを報告させて頂きます。

報告者　平成18年度日本ＹＥＧ広報委員会　岡山ＹＥＧ　森　徹
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九州ブロック大会九州ブロック大会

日　時：2006年８月25日㈮、26日㈯、27日㈰

場　所：福岡県大川市

開催地テーマ：

  〝飛躍への鼓動　飽くなき夢をもて〟

　平成18年８月25日㈮～８月27日㈰の３日間の日程で、福岡県大川市内 （ロイヤルパークアルカディアリゾート）を中

心に九州ブロック大会が盛大に開催されました。

　『飛躍への鼓動　飽くなき夢をもて』という大会テーマにて地元九州を始め全国各地より多数のメンバーが集い熱い

大会が開催されました。

　８月25日㈮には、九青連執行部会議に始まり、前泊者懇親会にて多くのメンバーと大会前夜にて大川ＹＥＧの心配り

を請け。 ８月26日㈯大川文化センターにて大会受付から始まり、「九青連10周年事業」パネル展、４つの分科会が行わ

れ第１分科会「ふるさとの夢」大川歴史探訪問、第２分科会「偉人達の夢」佐賀歴史探訪、第３分科会「匠人達の夢」

伝統工芸体験、第４分科会「飛躍への夢」講演会などＯＢサロン記念式典、記念講演、福岡うまいもん市、物産展、な

ど本大会は九青連創立10周年事業と数多くの事業が執り行われ、日本ＹＥＧ委員会「地域創造・支援特別委員会」はじ

め日本ＹＥＧ役員及び各委員会を含め第２回会長会議が開催され地域ＹＥＧと日本ＹＥＧとさらに深い相互理解の場と

なりました。 記念講演では、『ガッツ石松氏』を迎え、興味深い講演が行われました。

　８月27日㈰には、佐賀カントリークラブにて九州ブロック県連対抗「ゴルフコンペ」が開催され懇親会と３日間の盛

りだくさんの企画にて大会が終了となりました、この文面をお借りし、あらためて大川ＹＥＧの皆さんの気配り、頑張り、

熱意に感謝申し上げ報告と致します。

報告者　平成18年度日本ＹＥＧ広報委員会　浦添ＹＥＧ　東江　晴都
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　「商工会議所青年部　第４回全国サッカー大会　新潟大会」
が主催、新潟県商工会議所青年部連合会で2006年７月１日～
２日に新潟聖籠スポーツセンターにて、参加都道府県数15、
登録数466人、選手数413人、チーム数24チームにて盛大に行
われました。新潟県青連では主催者として全国より参加して
頂く皆様に、精一杯のおもてなしをさせていただき、喜びと
感動をお持ち帰りいただくため、スタッフ・選手・事務局の
一人ひとりが情熱を込め、主催者として自覚と責任を持ち、
精一杯取組みました。
　結果、多くのご参加頂きました皆様から、握手や感謝、ね
ぎらいの言葉を頂き、スタッフからも、すばらしい大会とな
り成功したと感激で一杯となりました。
　今後、この全国サッカー大会が青年部の全国的な交流を促
進し、より一層の連帯を強固な物とする事業と確信しており
ます。

組織・名称変更のお知らせ組織・名称変更のお知らせ
　組織変更等に伴い名称変更がなされた所が下記のとおりありましたのでご報
告いたします。

【旧名称】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【新名称】
さいたま商工会議所青年部と岩槻商工会議所青年部→さいたま商工会議所青年部
　※さいたま商工会議所と岩槻商工会議所の２商工会議所が合併したことによる

（平成18年 4 月 1 日）
【旧名称】　　　　　　　　　　　【新名称】
松代商工会議所青年部　　→　　長野商工会議所青年部
※長野商工会議所、松代商工会議所、篠ノ井商工会議所の３商工会議所が合
併したことによる。

【旧名称】宮田商工会議所青年部　　→【新名称】宮若商工会議所青年部
　※市町村合併による地方自治体名の変更　　　　　　　（平成18年４月１日）
【旧名称】沖縄宮古商工会議所青年部→【新名称】宮古島商工会議所青年部
　※市町村合併による地方自治体名の変更　　　　　　　（平成18年４月21日）
【旧名称】串木野商工会議所青年部　→【新名称】いちき串木野商工会議所青年部
　※市町村合併による地方自治体名の変更　　　　　　　（平成18年４月21日）
【旧名称】甘木商工会議所青年部　　→【新名称】朝倉商工会議所青年部
　※市町村合併による地方自治体名の変更　　　　　　　（平成18年７月１日）
【旧名称】小田原商工会議所青年部　→【新名称】小田原箱根商工会議所青年部
※国際観光都市である箱根の名前を商工会議所に加えることによる両市町の
結束強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成18年10月25日）

【旧名称】新湊商工会議所青年部　　→【新名称】射水商工会議所青年部
　※市町村合併による地方自治体名の変更　　　　　　　（平成18年11月１日）
【旧名称】加世田商工会議所青年部　→【新名称】南さつま商工会議所青年部
　※市町村合併による地方自治体名の変更　　　　　　　（平成18年11月７日）

全国サッカー大会実行委員長
新潟県商工会議所青年部連合会　直前会長
　燕商工会議所青年部　監事

青　柳　修　次

　気が付くともう冬ですね。夏の間に
は45号を出したいと思っていました
が、季節がたつのって早いですね。
　別にサボっていたわけではありませ
ん。構想を練っている間にブロック大
会が始まってしまい・・・・(ーー ;)。
　本誌以外の広報は見ていただいてい
ますよね！ホームページ！メールマガ
ジン！翔生のポスター版！日商広報誌
「石垣」なども毎月発信しています。
残りわずかになりましたが最後まで、
全国のＹＥＧメンバーとの架け橋とし
て広報委員会は走り続けます。

組織変更

名称変更

編 集 後 記

日本ＹＥＧ後援事業紹介
サッカー大会サッカー大会
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